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教科・種目名　　国語

２　東書 11　学図 15　三省堂 17　教出 38　光村

　発達段階のめやすに照らして
[Ａ][Ｂ]段階の児童には、写
真・挿絵の頁を中心に、使用で
きる。[Ｃ]の段階の児童に第１
学年、第２学年を中心に使用で
きる。[Ｄ]段階の児童には、短
い文章を中心に使用できる。

　発達段階のめやすに照らして
[Ａ][Ｂ]段階の児童には、写
真・挿絵の頁を中心に、使用で
きる。[Ｃ]の段階の児童に第１
学年、第２学年を中心に使用で
きる。[Ｄ]段階の児童には、短
い文章を中心に使用できる。

　発達段階のめやすに照らして
[Ａ][Ｂ]段階の児童には、写
真・挿絵の頁を中心に、使用で
きる。[Ｃ]の段階の児童に第１
学年、第２学年を中心に使用で
きる。[Ｄ]段階の児童には、短
い文章を中心に使用できる。

　発達段階のめやすに照らして
[Ａ][Ｂ]段階の児童には、写
真・挿絵の頁を中心に、使用で
きる。[Ｃ]の段階の児童に第１
学年、第３学年を中心に使用で
きる。[Ｄ]段階の児童には、短
い文章を中心に使用できる。

　発達段階のめやすに照らして
[Ａ][Ｂ]段階の児童には、写
真・挿絵の頁を中心に、使用で
きる。[Ｃ]の段階の児童に第１
学年、第２学年を中心に使用で
きる。[Ｄ]段階の児童には、短
い文章を中心に使用できる。

　新出漢字は、各頁の下段にふ
りがな付きで記載し、巻末に単
元分ずつまとめて再掲してい
る。また、巻末には書き順もま
とめて記載している。

　新出漢字は、各頁の下段にふ
りがな付きで記載し、巻末に単
元分ずつまとめて再掲してい
る。また、巻末には書き順もま
とめて記載している。

　新出漢字は「新しい漢字を学
ぼう」（２０頁）でまとめて学
習する形態にしている。頁の両
サイド８㎜幅に色付けし強調し
ている。
　第１・２学年では、「からだ
のことば」などテーマ別に漢字
を学習する工夫をしている。

　新出漢字は、各頁の下段にふ
りがな付きで記載している。第
１・２学年用には、筆順も記載
している。
　巻末に書き順も含め、まとめ
て記載している。

　新出漢字は、各頁の下段に振
り仮名付きで記載し、単元の終
わりにまとめて記載している。
第１・２学年用には、筆順も記
載している。

　物語では挿絵を、説明文では
写真を中心に効果的に配置し、
児童が興味・関心をもち、言葉
のイメージや内容を視覚的・映
像的に理解しやすいように工夫
している。

　物語では挿絵を、説明文では
写真を中心に効果的に配置し、
児童が興味・関心をもち、言葉
のイメージや内容を視覚的・映
像的に理解しやすいように工夫
している。

　物語では挿絵を、説明文では
写真を中心に効果的に配置し、
児童が興味・関心をもち、言葉
のイメージや内容を視覚的・映
像的に理解しやすいように工夫
している。

　物語では挿絵を、説明文では
写真を中心に効果的に配置し、
児童が興味・関心をもち、言葉
のイメージや内容を視覚的・映
像的に理解しやすいように工夫
している。

　物語では挿絵を、説明文では
写真を中心に効果的に配置し、
児童が興味・関心をもち、言葉
のイメージや内容を視覚的・映
像的に理解しやすいように工夫
している。

　子どものキャラクターを使用
している。

　子どものキャラクターを使用
している。

　子どものキャラクターを使用
している。

　子どもと鉛筆のキャラクター
を使用している。

　子どものキャラクターを使用
している。

　キャラクターの吹き出しで、
発表の仕方を例示したり気づき
を促したりしている。

　キャラクターの吹き出しで、
発表の仕方を例示したり気づき
を促したりしている。

　キャラクターの吹き出しで、
発表の仕方を例示したり気づき
を促したりしている。

　キャラクターの吹き出しで、
発表の仕方を例示したり気づき
を促したりしている。

　キャラクターの吹き出しで、
発表の仕方を例示したり気づき
を促したりしている。

２年以上の巻頭に「国語の学
習を進めよう」を配置し、学習
の視点や手がかりを提示して学
習活動に興味・関心を持たせる
工夫をしている。

２年以上の巻頭の「学級づく
り」で、交流場面における「話
す」「聞く」「答える」態度を
育成し、学習への興味・関心を
高める工夫をしている。

巻頭に「お話を聞こう」「図
書館へ行こう」を配置し、読書
活動に興味・関心を高める工夫
をしている。

単元ごとの「ここが大事」や
「ふりかえり」で、学習のポイ
ントやまとめなどが記載されて
おり、学習への興味・関心を高
める工夫をしている。

「言葉の準備運動」で、友達
との楽しい学習活動(アイスブ
レイク）を紹介し、学習への興
味・関心を高める工夫をしてい
る。

別
表
３
・
４

　新しい語句、注意したい語句
は脚注に記載し、わかりやすく
している。

　大事な言葉を囲み枠や吹き出
し枠で示すなど、視覚的に工夫
している。

　文字の背景や囲み枠・線の
色、タイトルやポイントを強調
するなど視覚的に工夫してい
る。

　大事な言葉を囲み枠や吹き出
し枠で示すなど、視覚的に工夫
している。

表紙は動物の絵でタイトルが
ついており、巻頭の詩と合わ
せ、豊かな言語活動への期待や
意欲を持たせる工夫となってい
る。

備
考

発行者名 発行者名

使
　
用
　
上
　
の
　
留
　
意
　
点

項
目

別
表
１

別
表
２
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教科・種目名　　国語

２　東書 11　学図 15　三省堂 17　教出 38　光村

　発達段階のめやすに照らして
[Ａ][Ｂ]段階の児童には、写
真・挿絵の頁を中心に、使用で
きる。[Ｃ]の段階の児童に第１
学年、第２学年を中心に使用で
きる。[Ｄ]段階の児童には、短
い文章を中心に使用できる。

　発達段階のめやすに照らして
[Ａ][Ｂ]段階の児童には、写
真・挿絵の頁を中心に、使用で
きる。[Ｃ]の段階の児童に第１
学年、第２学年を中心に使用で
きる。[Ｄ]段階の児童には、短
い文章を中心に使用できる。

　発達段階のめやすに照らして
[Ａ][Ｂ]段階の児童には、写
真・挿絵の頁を中心に、使用で
きる。[Ｃ]の段階の児童に第１
学年、第２学年を中心に使用で
きる。[Ｄ]段階の児童には、短
い文章を中心に使用できる。

　発達段階のめやすに照らして
[Ａ][Ｂ]段階の児童には、写
真・挿絵の頁を中心に、使用で
きる。[Ｃ]の段階の児童に第１
学年、第３学年を中心に使用で
きる。[Ｄ]段階の児童には、短
い文章を中心に使用できる。

　発達段階のめやすに照らして
[Ａ][Ｂ]段階の児童には、写
真・挿絵の頁を中心に、使用で
きる。[Ｃ]の段階の児童に第１
学年、第２学年を中心に使用で
きる。[Ｄ]段階の児童には、短
い文章を中心に使用できる。

　新出漢字は、各頁の下段にふ
りがな付きで記載し、巻末に単
元分ずつまとめて再掲してい
る。また、巻末には書き順もま
とめて記載している。

　新出漢字は、各頁の下段にふ
りがな付きで記載し、巻末に単
元分ずつまとめて再掲してい
る。また、巻末には書き順もま
とめて記載している。

　新出漢字は「新しい漢字を学
ぼう」（２０頁）でまとめて学
習する形態にしている。頁の両
サイド８㎜幅に色付けし強調し
ている。
　第１・２学年では、「からだ
のことば」などテーマ別に漢字
を学習する工夫をしている。

　新出漢字は、各頁の下段にふ
りがな付きで記載している。第
１・２学年用には、筆順も記載
している。
　巻末に書き順も含め、まとめ
て記載している。

　新出漢字は、各頁の下段に振
り仮名付きで記載し、単元の終
わりにまとめて記載している。
第１・２学年用には、筆順も記
載している。

　物語では挿絵を、説明文では
写真を中心に効果的に配置し、
児童が興味・関心をもち、言葉
のイメージや内容を視覚的・映
像的に理解しやすいように工夫
している。

　物語では挿絵を、説明文では
写真を中心に効果的に配置し、
児童が興味・関心をもち、言葉
のイメージや内容を視覚的・映
像的に理解しやすいように工夫
している。

　物語では挿絵を、説明文では
写真を中心に効果的に配置し、
児童が興味・関心をもち、言葉
のイメージや内容を視覚的・映
像的に理解しやすいように工夫
している。

　物語では挿絵を、説明文では
写真を中心に効果的に配置し、
児童が興味・関心をもち、言葉
のイメージや内容を視覚的・映
像的に理解しやすいように工夫
している。

　物語では挿絵を、説明文では
写真を中心に効果的に配置し、
児童が興味・関心をもち、言葉
のイメージや内容を視覚的・映
像的に理解しやすいように工夫
している。

　子どものキャラクターを使用
している。

　子どものキャラクターを使用
している。

　子どものキャラクターを使用
している。

　子どもと鉛筆のキャラクター
を使用している。

　子どものキャラクターを使用
している。

　キャラクターの吹き出しで、
発表の仕方を例示したり気づき
を促したりしている。

　キャラクターの吹き出しで、
発表の仕方を例示したり気づき
を促したりしている。

　キャラクターの吹き出しで、
発表の仕方を例示したり気づき
を促したりしている。

　キャラクターの吹き出しで、
発表の仕方を例示したり気づき
を促したりしている。

　キャラクターの吹き出しで、
発表の仕方を例示したり気づき
を促したりしている。

２年以上の巻頭に「国語の学
習を進めよう」を配置し、学習
の視点や手がかりを提示して学
習活動に興味・関心を持たせる
工夫をしている。

２年以上の巻頭の「学級づく
り」で、交流場面における「話
す」「聞く」「答える」態度を
育成し、学習への興味・関心を
高める工夫をしている。

巻頭に「お話を聞こう」「図
書館へ行こう」を配置し、読書
活動に興味・関心を高める工夫
をしている。

単元ごとの「ここが大事」や
「ふりかえり」で、学習のポイ
ントやまとめなどが記載されて
おり、学習への興味・関心を高
める工夫をしている。

「言葉の準備運動」で、友達
との楽しい学習活動(アイスブ
レイク）を紹介し、学習への興
味・関心を高める工夫をしてい
る。

別
表
３
・
４

　新しい語句、注意したい語句
は脚注に記載し、わかりやすく
している。

　大事な言葉を囲み枠や吹き出
し枠で示すなど、視覚的に工夫
している。

　文字の背景や囲み枠・線の
色、タイトルやポイントを強調
するなど視覚的に工夫してい
る。

　大事な言葉を囲み枠や吹き出
し枠で示すなど、視覚的に工夫
している。

表紙は動物の絵でタイトルが
ついており、巻頭の詩と合わ
せ、豊かな言語活動への期待や
意欲を持たせる工夫となってい
る。

備
考

発行者名 発行者名

使
　
用
　
上
　
の
　
留
　
意
　
点

項
目

別
表
１

別
表
２
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15　三省堂

Ａ ◇写真・挿絵の頁を中心に使用できる

Ｂ ◇写真・挿絵の頁を中心に使用できる

Ｃ ◇１・２学年用を中心に使用できる

Ｄ ◇短い文章を中心に使用できる

◇単元目標を１学年用は単元のはじめに記載。２学年からは、目次の次頁にまとめて記載。
◇学習領域「読む」「話す・聞く」「調べる」「書く」「言葉」を、単元目標・教材名の上
にシンボルマークで提示。
◇新出漢字は「新しい漢字を学ぼう」でまとめて掲載。頁の両サイド８㎜幅に色付。１・２
学年用では、「からだのことば」「人をあらわすことば」などのテーマ別に提示。
◇既習漢字は２学年から、言葉の意味を表す具体的なイラストと合わせて記載。（10頁）
◇学習のまとめは、「おぼえておきましょう」のシンボルマークと囲みで、単元の終わりに
記載。巻末にも、まとめて記載。

◇「読む」単元の終わりに、目標に添った具体的な学習の流れを提示。
◇３学年からの「話す・聞く」「書く」の大単元では、学習の流れを図で提示。

15　三省堂

ア
◇あいさつ、手紙を交換する、電話で伝える、国語辞典を使う、図鑑で調べる、お願いやお
礼の手紙、レポート、スピーチ、新聞を作る、広告を書く、パネルディスカッションなど。

イ ◇３学年からの「話す・聞く」「書く」の大単元では、学習の流れを図で提示。

ウ
◇子どものキャラクターの吹き出しで、具体的な発表やつぶやきや考えなどを例示。
◇漢字や言葉の頁は、本のキャラクターが学習の要点や留意点などについて強調。

15　三省堂

ア ◇カラーの挿絵を使用。
◇物語には主に挿絵、説明文には主に写真を掲載。
◇写真使用は
　１年：上18枚、下６枚　２年：19枚　３年：30枚　４年：27枚　５年：54枚　６年：26枚

イ ◇ 図表・写真は基本的にカラー。古い写真や月の写真などは、モノクロ。
◇ 写真には、必要に応じて説明を添えている。

ウ ◇１年のみ上下巻に分かれている。
　１年上：124頁、１年下：128頁
　２年　：215頁、27字×12行
　３年　：231頁、31字×13行
　４年　：231頁、31字×13行
　５年　：247頁、35字×15行
　６年　：255頁、35字×15行

15　三省堂

ア
イ

◇番号や見出しの色を変えて強調。囲み枠も色分けし、分類を分かりやすく提示。
◇詩やイラストの背景の色をカラーにすることで、注目すべき言葉を強調。
◇巻末の学習漢字一覧の頁は、色線で段を区切って記載。

ウ

◇１年上の母音の口型を記載した頁の文字の大きさは、28ポイント。
◇２年上の初めの読み物教材の文字の大きさは、22ポイント。
◇２年上の途中までわかち書き。
◇「　５　１０　」行数表記。

エ
◇Ｂ５判
◇植物油インキ使用と表記。

別表３

特別支援教育に係る調査研究事項(補足資料）　国語

別表１

項目

(1)
ア

(2)
イ

その他

別表２

項目

(1)

(2)

その他

項目

(1)

(2)

別表４

項目

(1)

(2)

(3)
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17　教出

Ａ ◇写真・挿絵の頁を中心に使用できる

Ｂ ◇写真・挿絵の頁を中心に使用できる

Ｃ ◇１・２学年用を中心に使用できる

Ｄ ◇短い文章を中心に使用できる

◇「話す」、「聞く」、「読む」、「書く」について、それぞれの教材ごとに目標を記載。
◇新出漢字は低学年では下段の脚注に、ふりがな付きで記載。中・高学年は巻末にまとめて
記載。２年下までは筆順を脚注に記載。

◇「読む」の単元末に課題を掲載。

17　教出

ア ◇あいさつ、スピーチ、観察記録、話し合い活動、国語辞典の使い方、図書館の利用、手紙
の書き方、本を使って調べる、漢字辞典の使い方、新聞を作る、点字、リーフレットを作
る、新聞を読む、パンフレット作りなど。

イ ◇巻頭に詩を掲載。

ウ ◇主に単元末に子どもと鉛筆のキャラクターによるナビゲート。吹き出しを使用。

17　教出

ア ◇カラーの挿絵を使用。
◇物語には主に挿絵、説明文には主に写真を掲載。
◇写真使用は
　１年：上25枚、下17枚　　２年：上７枚、下23枚　　３年：上16枚、下25枚
　４年：上25枚、下30枚　　５年：上13枚、下33枚　　６年：上18枚、下43枚

イ

ウ 　１年上：132頁、１年下：152頁
　２年上：140頁、28字×11行　　　２年下：156頁、30字×11行
　３年上：156頁、33字×12行　　　３年下：144頁、33字×12行
　４年上：152頁、32字×12行　　　４年下：158頁、35字×13行
　５年上：136頁、37字×14行　　　５年下：172頁、37字×14行
　６年上：160頁、37字×14行　　　６年下：168頁、37字×14行

17　教出

ア
イ

◇「読む」、「話す」、「聞く」、「話す」、「文化」、「ことば」、「読書」を各単元の
頭に水色の背景の囲みで掲載。
◇単元のねらいは黄色の背景の囲みで掲載。

ウ ◇１年上の母音の口型を記載した頁の文字の大きさは、26ポイント。
◇２年上の初めの読み物教材の文字の大きさは、20ポイント。
◇２年上の途中までわかち書き。
◇「　５　１０　」の行数表記。

エ ◇Ｂ５版
◇再生紙と植物性インクの使用と表記。
◇印刷にはバイオマス発電のグリーン電力（1冊あたり78Wh）を使用と表記。

別表３

特別支援教育に係る調査研究事項(補足資料）　　　国語
別表１
項目

(1)
ア

(2)
イ

その他

別表２
項目

(1)

(2)

その他

項目

(1)

(2)

別表４

項目

(1)

(2)

(3)
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38　光村

Ａ ◇写真・挿絵の頁を中心に使用できる
Ｂ ◇写真・挿絵の頁を中心に使用できる
Ｃ ◇１・２学年用を中心に使用できる
Ｄ ◇短い文章を中心に使用できる

◇単元目標を単元の最初と最後に記載。
◇単元の終わりに「学習」として、学習の手順を紹介。
◇新出漢字は各頁の下段の脚注にふりがな付きで記載。単元の終わりにも、まとめて記載。
１・２学年用は筆順を記載。

◇「話す・聞く」「書く」単元では、学習の流れを図で提示。

38　光村
ア ◇あいさつ、スピーチ、観察記録、話し合い活動、国語辞典の使い方、手紙の書き方、本を

使って調べる、漢字辞典の使い方、新聞を作る、点字、リーフレットを作る、新聞を読む、
パンフレット作りなど。

イ ◇巻頭には詩を掲載。
◇目次の後に「いつも気をつけよう」「続けてみよう」を配置し、学習の要点を提示。
◇「言葉の準備運動」で、友だちとの楽しい学習活動を紹介。
◇「きせつの言葉」で季節に関する言葉や詩歌などを掲載。

ウ ◇ 子どものキャラクターの吹き出しの形式で、発表の仕方などを例示。
◇ 「漢字の広場」は、具体的な挿絵と合わせて漢字を記載。挿絵を参考に既習漢字を使っ
た文作りをする設定。

38　光村

ア ◇カラーの挿絵を使用。
◇物語には主に挿絵、説明文には主に写真を掲載。
◇写真使用は
　１年：上21枚、下４枚　　２年：上８枚、下５枚　　３年：上31枚、下17枚
　４年：上14枚、下15枚　　５年：53枚　　　　　　　６年：90枚

イ
ウ 　１年上：132頁、１年下：140頁

　２年上：128頁、25字×10行　　　２年下：148頁、25字×10行
　３年上：144頁、32字×12行　　　３年下：148頁、32字×12行
　４年上：150頁、32字×12行　　　４年下：148頁、37字×14行
　５年　：284頁、37字×14行
　６年　：284頁、37字×14行

38　光村

ア
イ

◇学年別に中心カラーを設定。　１・２学年：緑、３・４学年：橙、５・６学年：青
◇番号、見出し、単元目標の囲みの背景に中心カラーを使用。

ウ

◇１年上の母音の口型を記載した頁の文字の大きさは、31ポイント。
◇２年上の初めの読み物教材の文字の大きさは、22ポイント。
◇２年上の途中までわかち書き、２年下の物語教材は部分的にわかち書き。
◇「　５　１０　」行数表記。

エ
◇Ｂ５判
◇植物油インキ使用と表記。

別表３

特別支援教育に係る調査研究事項(補足資料）　　国語

別表１

項目

(1)
ア

(2)
イ

その他

別表２

項目
(1)

(2)

その他

項目

(1)

(2)

別表４

項目

(1)

(2)

(3)
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教科・種目名 国語（書写） 

 
 
 
 

 

項目 
発行者名 発行者名 

２ 東書 11 学図 15 三省堂 17 教出 38 光村 116 日文 

使 
 

用 
 

上 
 

の 
 

留 
 

意 
 

点 

別
表
１ 

発達段階のめやすに照ら

して［Ｃ］［Ｄ］段階の児童

に部分的に使用できる。 

発達段階のめやすに照ら

して［Ｃ］［Ｄ］段階の児童

に部分的に使用できる。 

発達段階のめやすに照ら

して［Ｃ］［Ｄ］段階の児童

に部分的に使用できる。 

  発達段階のめやすに照らし

て［Ｃ］［Ｄ］段階の児童に

部分的に使用できる。 

発達段階のめやすに照らし

て［Ｃ］［Ｄ］段階の児童に

部分的に使用できる。 

発達段階のめやすに照らし

て［Ｃ］［Ｄ］段階の児童に

部分的に使用できる。 

            

 正しい姿勢や鉛筆の持ち

方について、写真や挿絵に擬

音語を併記し説明している。

また、巻末の書写体操と組み

合わせて取り扱っている。 

 正しい姿勢や鉛筆の持ち

方について、写真や挿絵に擬

音語を併記し説明している。

また、巻末の書写体操と組み

合わせて取り扱っている。 

 正しい姿勢や鉛筆の持ち

方について、写真や挿絵に擬

音語を併記し説明している。

また、巻末の書写体操と組み

合わせて取り扱っている。 

   正しい姿勢や鉛筆の持ち方

について、写真や挿絵に擬音

語を併記し説明している。ま

た、巻末の書写体操と組み合

わせて取り扱っている。 

正しい姿勢や鉛筆の持ち方

について、写真や挿絵に擬音

語を併記し説明している。ま

た、巻末の書写体操と組み合

わせて取り扱っている。 

 正しい姿勢や鉛筆の持ち方

について、写真や挿絵に擬音

語を併記し説明している。ま

た、巻末の書写体操と組み合

わせて取り扱っている。 

        

 低学年では巻末のシール

を使って中学年以上は、「学

習をふり返ろう」で自己評価

できるようにしている。 

 低学年では巻頭のシール

を使って中学年以上は、「学

習をふり返ろう」で自己評価

ができるようにしている。 

 ○印をなぞって自己評価

ができるようにしている。 
  

 自己評価ができるようにし

ている。 

 「ふり返ろう」で自己評価

ができるようにしている。 

 「できたかな？」で自己評

価ができるようにしている。 

        

別
表
２ 

 「生活に広げよう」で書写

で学んだことを他の学習や

生活で生かせるようにして

いる。 

 「資料」や「楽しんで書こ

う」で、他の学習や生活にも

生かせるようにしている。 

 「ひろげよう」で、他の学

習や生活にも生かせるよう

にしている。 

   「トライあんどチャレンジ」

で他の学習や生活にも生かせ

るようにしている。 

 「資料」で、他の学習や生

活にも生かせるようにしてい

る。 

「広がる学び」で、他の学習

や生活にも生かせるようにし

ている。 

        

 キャラクターによるナビ

ゲートにより、興味・関心を

もつようにしている。 

 キャラクターによるナビ

ゲートにより、興味・関心を

もつようにしている。 

 キャラクターによるナビ

ゲートにより、興味・関心を

もつようにしている。 

  

 キャラクターによるナビゲ

ートにより、興味・関心をも

つようにしている。 

 キャラクターによるナビゲ

ートにより、興味・関心をも

つようにしている。 

 キャラクターによるナビゲ

ートにより、興味・関心をも

つようにしている。 

別
表
３
・
４ 

吹き出しや見出し、要点解

説の背景色をカラーにし、白

抜きの文字を使用している。 

見出し、要点解説はカラー

で表示し、吹き出しの背景は

白を使用している。 

ゴシック体の文字を使用

している。 

 

見出し、要点解説はカラー

で表示している。 

 

見出し、要点解説はカラー

で表示ししている。 

題材に関連した写真や挿絵

を掲載している。 

 

見出し、要点解説はカラー

で表示している。 

 題材に関連した写真や挿

絵を掲載している。 

 

見出し、要点解説はカラー

で表示し、吹き出しの背景は

薄緑を使用している。 

 題材に関連した写真や挿

絵を掲載している。 

備考         
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教科・種目名 国語（書写） 

 
 
 
 

 

項目 
発行者名 発行者名 

２ 東書 11 学図 15 三省堂 17 教出 38 光村 116 日文 

使 
 

用 
 

上 
 

の 
 

留 
 

意 
 

点 

別
表
１ 

発達段階のめやすに照ら

して［Ｃ］［Ｄ］段階の児童

に部分的に使用できる。 

発達段階のめやすに照ら

して［Ｃ］［Ｄ］段階の児童

に部分的に使用できる。 

発達段階のめやすに照ら

して［Ｃ］［Ｄ］段階の児童

に部分的に使用できる。 

  発達段階のめやすに照らし

て［Ｃ］［Ｄ］段階の児童に

部分的に使用できる。 

発達段階のめやすに照らし

て［Ｃ］［Ｄ］段階の児童に

部分的に使用できる。 

発達段階のめやすに照らし

て［Ｃ］［Ｄ］段階の児童に

部分的に使用できる。 

            

 正しい姿勢や鉛筆の持ち

方について、写真や挿絵に擬

音語を併記し説明している。

また、巻末の書写体操と組み

合わせて取り扱っている。 

 正しい姿勢や鉛筆の持ち

方について、写真や挿絵に擬

音語を併記し説明している。

また、巻末の書写体操と組み

合わせて取り扱っている。 

 正しい姿勢や鉛筆の持ち

方について、写真や挿絵に擬

音語を併記し説明している。

また、巻末の書写体操と組み

合わせて取り扱っている。 

   正しい姿勢や鉛筆の持ち方

について、写真や挿絵に擬音

語を併記し説明している。ま

た、巻末の書写体操と組み合

わせて取り扱っている。 

正しい姿勢や鉛筆の持ち方

について、写真や挿絵に擬音

語を併記し説明している。ま

た、巻末の書写体操と組み合

わせて取り扱っている。 

 正しい姿勢や鉛筆の持ち方

について、写真や挿絵に擬音

語を併記し説明している。ま

た、巻末の書写体操と組み合

わせて取り扱っている。 

        

 低学年では巻末のシール

を使って中学年以上は、「学

習をふり返ろう」で自己評価

できるようにしている。 

 低学年では巻頭のシール

を使って中学年以上は、「学

習をふり返ろう」で自己評価

ができるようにしている。 

 ○印をなぞって自己評価

ができるようにしている。 
  

 自己評価ができるようにし

ている。 

 「ふり返ろう」で自己評価

ができるようにしている。 

 「できたかな？」で自己評

価ができるようにしている。 

        

別
表
２ 

 「生活に広げよう」で書写

で学んだことを他の学習や

生活で生かせるようにして

いる。 

 「資料」や「楽しんで書こ

う」で、他の学習や生活にも

生かせるようにしている。 

 「ひろげよう」で、他の学

習や生活にも生かせるよう

にしている。 

   「トライあんどチャレンジ」

で他の学習や生活にも生かせ

るようにしている。 

 「資料」で、他の学習や生

活にも生かせるようにしてい

る。 

「広がる学び」で、他の学習

や生活にも生かせるようにし

ている。 

        

 キャラクターによるナビ

ゲートにより、興味・関心を

もつようにしている。 

 キャラクターによるナビ

ゲートにより、興味・関心を

もつようにしている。 

 キャラクターによるナビ

ゲートにより、興味・関心を

もつようにしている。 

  

 キャラクターによるナビゲ

ートにより、興味・関心をも

つようにしている。 

 キャラクターによるナビゲ

ートにより、興味・関心をも

つようにしている。 

 キャラクターによるナビゲ

ートにより、興味・関心をも

つようにしている。 

別
表
３
・
４ 

吹き出しや見出し、要点解

説の背景色をカラーにし、白

抜きの文字を使用している。 

見出し、要点解説はカラー

で表示し、吹き出しの背景は

白を使用している。 

ゴシック体の文字を使用

している。 

 

見出し、要点解説はカラー

で表示している。 

 

見出し、要点解説はカラー

で表示ししている。 

題材に関連した写真や挿絵

を掲載している。 

 

見出し、要点解説はカラー

で表示している。 

 題材に関連した写真や挿

絵を掲載している。 

 

見出し、要点解説はカラー

で表示し、吹き出しの背景は

薄緑を使用している。 

 題材に関連した写真や挿

絵を掲載している。 

備考         

−　　−451



−　　−452



−　　−453



−　　−454



−　　−455



−　　−456



−　　−457



教 科 ・ 種 目 名         社会 
 

項 
目 

 

 
発 行 者 名 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
発 行 者 名 

２ 東書 17 教出 38 光村 116 日文 

使 
 

用 
 

上 
 

の 
 

留 
 

意 
 

点 

別

表

１ 

発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕

〔Ｄ〕段階の児童に、部分的に使用で

きる。 

 

写真や資料には通し番号が付けられ

ている。 

 

本文中に重要語句を太字のゴシック

体で表記しており、欄外に解説してあ

る語句もある。索引にふりがなを付け

ている。 

 

見開き頁の半分程度が写真や図表で

構成されており、学習課題の上部に関

連写真が比較的大きく掲載されてい

る。 

 

発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕

〔Ｄ〕段階の児童に、部分的に使用で

きる。 

 

写真や資料には通し記号が付けられ

ている。 

 

重要語句は欄外に太字で記載してい

る。索引にふりがなを付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕

〔Ｄ〕段階の児童に、部分的に使用できる。 

 

 

 

 

 

重要語句は欄外に太字で記載している。

索引にふりがなを付けている。 

 

 

全体的にシンプルにレイアウトされてお

り、挿絵や写真は比較的小さく、文書のス

ペースが広く構成されている。 

 

 

発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕

〔Ｄ〕段階の児童に、部分的に使用できる。

グラフや写真の読み取り方が掲載されてい

る。６年では世界遺産や国宝は、記号をつ

けて記載している。 

 

 

本文中に重要語句を太字のゴシック体で

表記してあり、欄外に解説してある語句も

ある。索引にふりがなを付けている。 

 

各章での導入は写真が２頁にわたり掲載

されている。また見開き頁の半分程度が写

真や図表で構成されており、各頁の上部に

関連写真が掲載されている。 

 

別

表

２ 

学習活動の指示をアニメのキャラク

ターが会話形式で表現している。また

課題に対する気付きや考えを深める投

げかけを、キャラクターが会話形式で

表現している。 

 

３・４年では、どの地域にも見られ

そうな建物や施設等の写真が掲載され

ている。 

 

 

 

 

６年では、現代の文化に共通する昔

の文化を、現代の写真と合わせて掲載

している。 

課題に対する気付きや考えを深める

投げかけをキャラクターが会話形式で

表現している。 

 

 

 

３・４年では、どの地域にも見られ

そうな建物や施設等の写真が掲載され

ている。 

 

 

 

 

６年では、現代の文化に共通する昔

の文化を、現代の写真と合わせて掲載

している。 

各項で学習課題やまとめ、また課題に対

する気付きや考えを深める投げかけをキャ

ラクターが会話形式で表現している。 

 

 

 

３・４年では、どの地域にも見られそう

な建物や施設等の写真が掲載されている。

また地域の学習では、小学生の活動の様子

を掲載している。 

 

 

 

６年では、現代の文化に共通する昔の文

化を、現代の写真と合わせて掲載している。 

 

 

各項で学習課題やまとめ、また課題に対

する気付きや考えを深める投げかけをキャ

ラクターが会話形式で表現している。 

 

 

 

３・４年では、どの地域にも見られそう

な建物や施設等の写真が掲載されている。

５年の食品に関する学習では、身近な様子

の写真（スーパーマーケットに展示してい

る食品、回転寿司の店内等）が掲載されて

いる。 

 

６年では、序章に地域の歴史について調

べるコーナーがある。また現代の文化に共

通する昔の文化を、現代の写真と合わせて

掲載している。 

別

表

３
・
４

６年では、各章での導入の挿絵（想

像図）が１ページに掲載されている。

各項ではその時代を代表するものの写

真や絵画を掲載している。 

６年では、各章での最初の挿絵（想

像図）が１ページに載せられている。

各項の最初にその時代を代表するもの

の写真や絵画を掲載している。 

６年では、各章での導入の挿絵（想像図）

が２ページにわたり掲載されている。各項

ではその時代を代表するものの写真や絵画

を掲載している 

６年では、各章での導入の挿絵（想像図）

が２ページにわたり掲載されている。各項

ではその時代を代表するものの写真や絵画

を掲載している。 

 

備

考 

 
全 て 上 巻・下 巻 の ２ 冊 で 構 成 さ れ

て い る 。  

 
全 て 上 巻・下 巻 の ２ 冊 で 構 成 さ れ

て い る 。  

 
３ ・ ４ 年 は 上 巻 ・ 下 巻 の ２ 冊 で 、 ５

年 は １ 冊 で 構 成 さ れ て い る 。  

 
全 て 上 巻 ・ 下 巻 の ２ 冊 で 構 成 さ れ て

い る 。  
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教 科 ・ 種 目 名         社会 
 

項 
目 

 

 
発 行 者 名 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
発 行 者 名 

２ 東書 17 教出 38 光村 116 日文 

使 
 

用 
 

上 
 

の 
 

留 
 

意 
 

点 

別

表

１ 

発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕

〔Ｄ〕段階の児童に、部分的に使用で

きる。 

 

写真や資料には通し番号が付けられ

ている。 

 

本文中に重要語句を太字のゴシック

体で表記しており、欄外に解説してあ

る語句もある。索引にふりがなを付け

ている。 

 

見開き頁の半分程度が写真や図表で

構成されており、学習課題の上部に関

連写真が比較的大きく掲載されてい

る。 

 

発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕

〔Ｄ〕段階の児童に、部分的に使用で

きる。 

 

写真や資料には通し記号が付けられ

ている。 

 

重要語句は欄外に太字で記載してい

る。索引にふりがなを付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕

〔Ｄ〕段階の児童に、部分的に使用できる。 

 

 

 

 

 

重要語句は欄外に太字で記載している。

索引にふりがなを付けている。 

 

 

全体的にシンプルにレイアウトされてお

り、挿絵や写真は比較的小さく、文書のス

ペースが広く構成されている。 

 

 

発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕

〔Ｄ〕段階の児童に、部分的に使用できる。

グラフや写真の読み取り方が掲載されてい

る。６年では世界遺産や国宝は、記号をつ

けて記載している。 

 

 

本文中に重要語句を太字のゴシック体で

表記してあり、欄外に解説してある語句も

ある。索引にふりがなを付けている。 

 

各章での導入は写真が２頁にわたり掲載

されている。また見開き頁の半分程度が写

真や図表で構成されており、各頁の上部に

関連写真が掲載されている。 

 

別

表

２ 

学習活動の指示をアニメのキャラク

ターが会話形式で表現している。また

課題に対する気付きや考えを深める投

げかけを、キャラクターが会話形式で

表現している。 

 

３・４年では、どの地域にも見られ

そうな建物や施設等の写真が掲載され

ている。 

 

 

 

 

６年では、現代の文化に共通する昔

の文化を、現代の写真と合わせて掲載

している。 

課題に対する気付きや考えを深める

投げかけをキャラクターが会話形式で

表現している。 

 

 

 

３・４年では、どの地域にも見られ

そうな建物や施設等の写真が掲載され

ている。 

 

 

 

 

６年では、現代の文化に共通する昔

の文化を、現代の写真と合わせて掲載

している。 

各項で学習課題やまとめ、また課題に対

する気付きや考えを深める投げかけをキャ

ラクターが会話形式で表現している。 

 

 

 

３・４年では、どの地域にも見られそう

な建物や施設等の写真が掲載されている。

また地域の学習では、小学生の活動の様子

を掲載している。 

 

 

 

６年では、現代の文化に共通する昔の文

化を、現代の写真と合わせて掲載している。 

 

 

各項で学習課題やまとめ、また課題に対

する気付きや考えを深める投げかけをキャ

ラクターが会話形式で表現している。 

 

 

 

３・４年では、どの地域にも見られそう

な建物や施設等の写真が掲載されている。

５年の食品に関する学習では、身近な様子

の写真（スーパーマーケットに展示してい

る食品、回転寿司の店内等）が掲載されて

いる。 

 

６年では、序章に地域の歴史について調

べるコーナーがある。また現代の文化に共

通する昔の文化を、現代の写真と合わせて

掲載している。 

別

表

３
・
４

６年では、各章での導入の挿絵（想

像図）が１ページに掲載されている。

各項ではその時代を代表するものの写

真や絵画を掲載している。 

６年では、各章での最初の挿絵（想

像図）が１ページに載せられている。

各項の最初にその時代を代表するもの

の写真や絵画を掲載している。 

６年では、各章での導入の挿絵（想像図）

が２ページにわたり掲載されている。各項

ではその時代を代表するものの写真や絵画

を掲載している 

６年では、各章での導入の挿絵（想像図）

が２ページにわたり掲載されている。各項

ではその時代を代表するものの写真や絵画

を掲載している。 

 

備

考 

 
全 て 上 巻・下 巻 の ２ 冊 で 構 成 さ れ

て い る 。  

 
全 て 上 巻・下 巻 の ２ 冊 で 構 成 さ れ

て い る 。  

 
３ ・ ４ 年 は 上 巻 ・ 下 巻 の ２ 冊 で 、 ５

年 は １ 冊 で 構 成 さ れ て い る 。  

 
全 て 上 巻 ・ 下 巻 の ２ 冊 で 構 成 さ れ て

い る 。  
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教 科 ・ 種 目 名         社会（地図） 
 

項 
目 

 

 
発 行 者 名 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
発 行 者 名 

２ 東書 46 帝国 

 
 
 
 
 
 

使
 
用
 
上
 
の
 
留
 
意
 
点 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

別
表
１  
 
 
 
 

  

発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕の児童にはイラストや図を手掛か

りに使用、〔Ｄ〕の児童については全般的に使用できる。 

 

地図頁の各地の主な産物、資料頁の各地の特徴、京都や奈良、東京など

の都市の主要施設や公共交通機関等については、主にイラストを用いて説

明してある。 

 

広域の地図は折り込みページにしている。 

 

  

発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕の児童にはイラストや図を手掛かりに使用、

〔Ｄ〕の児童には全般的に使用できる。 

 

地図頁の各地の主な産物、資料頁の各地の特徴はイラストを用いて説明してある。 

 

 

 

広域の地図は折り込みページにしている。 

 

別
表
２  

 

地図帳の使い方、土地の特徴などの解説、学習ポイントについての問い

かけやアドバイスなどを５人のキャラクターによる吹き出しで表示して

いる。 

 

 

巻末の見開き頁に、昭和から平成の主な自然災害をまとめて掲載してい

る。 

 

 

学習ポイントについての問いかけやアドバイスなどを、２人のキャラクターによる吹

き出しで表示している。 

歴史年表とそれに関連する地図を併記し、歴史との関係を意識できるようにしてい

る。 

 

広島、京都、奈良などの地形を詳細に図示し、災害への対策に言及している。 

 

 

別
表
３
・
４  

 

一般の地図、詳細地図等に色分けを用いたり、字体や字の大きさを変え

るなどしている。 

 

 

字体や字の大きさ色を変えるなどの表示をしている。 

目次の色分けに対応したカラーの爪見出しがついている。 

 

備 
考 

 
サ イ ズ は Ａ ４ 判 で あ る 。 つ や 消 し の 上 質 紙 を 使 用 し て い る 。  

 
サ イ ズ は Ａ Ｂ 判 で あ る 。  
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教 科 ・ 種 目 名         社会（地図） 
 

項 
目 

 

 
発 行 者 名 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
発 行 者 名 

２ 東書 46 帝国 

 
 
 
 
 
 

使
 
用
 
上
 
の
 
留
 
意
 
点 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

別
表
１  
 
 
 
 

  

発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕の児童にはイラストや図を手掛か

りに使用、〔Ｄ〕の児童については全般的に使用できる。 

 

地図頁の各地の主な産物、資料頁の各地の特徴、京都や奈良、東京など

の都市の主要施設や公共交通機関等については、主にイラストを用いて説

明してある。 

 

広域の地図は折り込みページにしている。 

 

  

発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕の児童にはイラストや図を手掛かりに使用、

〔Ｄ〕の児童には全般的に使用できる。 

 

地図頁の各地の主な産物、資料頁の各地の特徴はイラストを用いて説明してある。 

 

 

 

広域の地図は折り込みページにしている。 

 

別
表
２  

 

地図帳の使い方、土地の特徴などの解説、学習ポイントについての問い

かけやアドバイスなどを５人のキャラクターによる吹き出しで表示して

いる。 

 

 

巻末の見開き頁に、昭和から平成の主な自然災害をまとめて掲載してい

る。 

 

 

学習ポイントについての問いかけやアドバイスなどを、２人のキャラクターによる吹

き出しで表示している。 

歴史年表とそれに関連する地図を併記し、歴史との関係を意識できるようにしてい

る。 

 

広島、京都、奈良などの地形を詳細に図示し、災害への対策に言及している。 

 

 

別
表
３
・
４  

 

一般の地図、詳細地図等に色分けを用いたり、字体や字の大きさを変え

るなどしている。 

 

 

字体や字の大きさ色を変えるなどの表示をしている。 

目次の色分けに対応したカラーの爪見出しがついている。 

 

備 
考 

 
サ イ ズ は Ａ ４ 判 で あ る 。 つ や 消 し の 上 質 紙 を 使 用 し て い る 。  

 
サ イ ズ は Ａ Ｂ 判 で あ る 。  
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教科・種目名  理科 

項目 
発行者名 発行者名 

２  東書 ４  大日本 11  学図 17 教出 26 信教 61 啓林館 

使 

用 

上 

の 

留 

意 

点 

別
表
１ 

 発達段階のめやすに照らし

て、［Ｃ］［Ｄ］段階の児童

に部分的に使用できる。 

 発達段階のめやすに照らし

て、［Ｃ］［Ｄ］段階の児童

に部分的に使用できる。 

 発達段階のめやすに照らし

て、［Ｃ］［Ｄ］段階の児童

に部分的に使用できる。   

 発達段階のめやすに照ら

して、［Ｃ］［Ｄ］段階の児

童に部分的に使用できる。 

 発達段階のめやすに照ら

して、［Ｃ］［Ｄ］段階の児

童に部分的に使用できる。 

 発達段階のめやすに照ら

して、［Ｃ］［Ｄ］段階の児

童に部分的に使用できる。 

 巻頭２頁で、理科の学習の

進め方について絵、写真と文

で説明している。 

 巻頭２頁で、理科の学習の

進め方について絵、写真と文

で説明している。 

 巻頭２頁で、理科の学習の

進め方について絵、写真と文

で説明している。   

 巻頭２頁で、理科の学習の

進め方について絵、写真と文

で説明している。 

 巻頭２頁で、学習の準備や

記録カードの書き方につい

て絵、写真と文で説明してい

る 

 巻頭２～３頁で、理科の学

習の進め方について絵、写真

と文で説明している。 

別
表
２ 

 挿絵や写真を効果的に使用

し、興味・関心をもつように

工夫している。 

 挿絵や写真を効果的に使用

し、興味・関心をもつように

工夫している。 

 挿絵や写真を効果的に使用

し、興味・関心をもつように

工夫している。 
  

 挿絵や写真を効果的に使

用し、興味・関心をもつよう

に工夫している 

 挿絵や写真を効果的に使

用し、興味・関心をもつよう

に工夫している。 

 挿絵や写真を効果的に使

用し、興味・関心をもつよう

に工夫している。 

            

 すべての単元で実験や観察

を取り上げ、直接体験を通し

て学習できるように工夫して

いる。 

 すべての単元で実験や観察

を取り上げ、直接体験を通し

て学習できるように工夫して

いる。 

 すべての単元で観察や実験

を取り上げ、直接体験を通し

て学習できるように工夫して

いる。 

  

 すべての単元で観察や実

験を取り上げ、直接体験を通

して学習できるように工夫

している。 

 すべての単元で観察や実

験を取り上げ、直接体験を通

して学習できるように工夫

している。 

 すべての単元で観察や実

験を取り上げ、直接体験を通

して学習できるように工夫

している。 

            

 導入や課題提示づくりの段

階でキャラクターや児童の吹

き出しにより、課題を明確に

するように工夫している。 

導入や課題提示の段階でカ

エルの博士やイラストの児童

の吹き出しにより、課題を明

確にするよう工夫している。 

 導入や課題提示の段階でキ

ャラクターや児童の吹き出し

により、課題を明確にするよ

う工夫している。 
  

 導入や課題提示の段階で、

キャラクターや児童の吹き

出しにより、課題を明確にす

るよう工夫している。 

 導入や課題提示の段階で

イラストの先生や児童の吹

き出しにより、課題を明確に

するよう工夫している。 

 導入や課題提示の段階で、

「？」を使った吹き出しによ

り、課題を明確にするよう工

夫している。 

 長さ・重さ・グラフなど算

数と関連付けて説明してい

る。 

 長さ・重さ・グラフなど算

数と関連付けて説明してい

る。 

 

 長さ・重さ・グラフなど算

数と関連付けて説明してい

る。   

 長さ・重さ・グラフなど算

数と関連付けて説明してい

る。 

 長さ・重さ・グラフなど算

数と関連付けて説明してい

る。 

 長さ・重さ・グラフなど算

数と関連付けて説明してい

る。 

別
表
３
・
４ 

カラーの挿絵、図、写真を

使用している。 

安全に留意する事柄は文字

とともにマークで表記してい

る。 

カラーの挿絵、図、写真を

使用している。 

安全に留意する事柄は文字

とともにマークで表記してい

る。 

カラーの挿絵、図、写真を

使用している。 

安全に留意する事柄は文字

とともにマークで表記してい

る。 

  

カラーの挿絵、図、写真を

使用している。 

安全に留意する事柄は文字

とともに危険マークで表記

している。 

カラーの挿絵、図、写真を

使用している。 

安全に留意する事柄は文

字とともに朱注意のマーク

で表記している。 

カラーの挿絵、図表、写真

を使用している。 

安全に留意する事柄は文

字とともに朱塗り！マーク

で表記している。 

備考 
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教科・種目名  理科 

項目 
発行者名 発行者名 

２  東書 ４  大日本 11  学図 17 教出 26 信教 61 啓林館 

使 

用 

上 

の 

留 

意 

点 

別
表
１ 

 発達段階のめやすに照らし

て、［Ｃ］［Ｄ］段階の児童

に部分的に使用できる。 

 発達段階のめやすに照らし

て、［Ｃ］［Ｄ］段階の児童

に部分的に使用できる。 

 発達段階のめやすに照らし

て、［Ｃ］［Ｄ］段階の児童

に部分的に使用できる。   

 発達段階のめやすに照ら

して、［Ｃ］［Ｄ］段階の児

童に部分的に使用できる。 

 発達段階のめやすに照ら

して、［Ｃ］［Ｄ］段階の児

童に部分的に使用できる。 

 発達段階のめやすに照ら

して、［Ｃ］［Ｄ］段階の児

童に部分的に使用できる。 

 巻頭２頁で、理科の学習の

進め方について絵、写真と文

で説明している。 

 巻頭２頁で、理科の学習の

進め方について絵、写真と文

で説明している。 

 巻頭２頁で、理科の学習の

進め方について絵、写真と文

で説明している。   

 巻頭２頁で、理科の学習の

進め方について絵、写真と文

で説明している。 

 巻頭２頁で、学習の準備や

記録カードの書き方につい

て絵、写真と文で説明してい

る 

 巻頭２～３頁で、理科の学

習の進め方について絵、写真

と文で説明している。 

別
表
２ 

 挿絵や写真を効果的に使用

し、興味・関心をもつように

工夫している。 

 挿絵や写真を効果的に使用

し、興味・関心をもつように

工夫している。 

 挿絵や写真を効果的に使用

し、興味・関心をもつように

工夫している。 
  

 挿絵や写真を効果的に使

用し、興味・関心をもつよう

に工夫している 

 挿絵や写真を効果的に使

用し、興味・関心をもつよう

に工夫している。 

 挿絵や写真を効果的に使

用し、興味・関心をもつよう

に工夫している。 

            

 すべての単元で実験や観察

を取り上げ、直接体験を通し

て学習できるように工夫して

いる。 

 すべての単元で実験や観察

を取り上げ、直接体験を通し

て学習できるように工夫して

いる。 

 すべての単元で観察や実験

を取り上げ、直接体験を通し

て学習できるように工夫して

いる。 

  

 すべての単元で観察や実

験を取り上げ、直接体験を通

して学習できるように工夫

している。 

 すべての単元で観察や実

験を取り上げ、直接体験を通

して学習できるように工夫

している。 

 すべての単元で観察や実

験を取り上げ、直接体験を通

して学習できるように工夫

している。 

            

 導入や課題提示づくりの段

階でキャラクターや児童の吹

き出しにより、課題を明確に

するように工夫している。 

導入や課題提示の段階でカ

エルの博士やイラストの児童

の吹き出しにより、課題を明

確にするよう工夫している。 

 導入や課題提示の段階でキ

ャラクターや児童の吹き出し

により、課題を明確にするよ

う工夫している。 
  

 導入や課題提示の段階で、

キャラクターや児童の吹き

出しにより、課題を明確にす

るよう工夫している。 

 導入や課題提示の段階で

イラストの先生や児童の吹

き出しにより、課題を明確に

するよう工夫している。 

 導入や課題提示の段階で、

「？」を使った吹き出しによ

り、課題を明確にするよう工

夫している。 

 長さ・重さ・グラフなど算

数と関連付けて説明してい

る。 

 長さ・重さ・グラフなど算

数と関連付けて説明してい

る。 

 

 長さ・重さ・グラフなど算

数と関連付けて説明してい

る。   

 長さ・重さ・グラフなど算

数と関連付けて説明してい

る。 

 長さ・重さ・グラフなど算

数と関連付けて説明してい

る。 

 長さ・重さ・グラフなど算

数と関連付けて説明してい

る。 

別
表
３
・
４ 

カラーの挿絵、図、写真を

使用している。 

安全に留意する事柄は文字

とともにマークで表記してい

る。 

カラーの挿絵、図、写真を

使用している。 

安全に留意する事柄は文字

とともにマークで表記してい

る。 

カラーの挿絵、図、写真を

使用している。 

安全に留意する事柄は文字

とともにマークで表記してい

る。 

  

カラーの挿絵、図、写真を

使用している。 

安全に留意する事柄は文字

とともに危険マークで表記

している。 

カラーの挿絵、図、写真を

使用している。 

安全に留意する事柄は文

字とともに朱注意のマーク

で表記している。 

カラーの挿絵、図表、写真

を使用している。 

安全に留意する事柄は文

字とともに朱塗り！マーク

で表記している。 

備考 
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教 科 ・ 種 目 名         音楽 
 

項 
目 

 

 
発 行 者 名 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
発 行 者 名 

17 教出 27 教芸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使
  
 
用
  
 
上
  
 
の
  
 
留
  
 
意
  
 
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
別
表
１  
 
 
 
 
 
 
 
 

発達段階のめやすに照らして、〔A〕段階の児童に、部分的に使用できる。

〔B〕〔C〕〔D〕段階の児童に使用できる。 

低学年では特に音楽に合わせた身体表現を多く取り入れている。 

 

 

高学年では、楽器や演奏場面の写真等を用い、イメージ化を図っている。

 折り込み頁（広げると３頁分）、または両側折り込み頁（広げると４ペー

ジ分）を利用し、曲に関連する写真を一面に大きく掲載したり、学習事項の

まとめを一覧で掲載したりしている。 

  ほとんどの曲を見開き頁に１曲掲載し、関連事項を同頁に併記して、曲

に関する情報が一覧できるようにしている。 

 

発達段階のめやすに照らして、〔A〕段階の児童に部分的に使用できる。 

〔B〕〔C〕〔D〕段階の児童に使用できる。 

低学年から、世界の有名な音楽を取り扱い、身体表現等に活用することができる。 

低学年では身体表現のできる曲や、集団で歌あそびができる曲を多く取り入れてい

る。 

高学年では、楽器や演奏場面の写真等を用い、イメージ化を図っている。 

見開きの頁に、楽譜と関連する写真等を並べて掲載している。 

 

 

ほとんどの曲を見開き頁に１曲掲載し、関連事項を同頁に併記して、曲に関する情報

が一覧できるようにしている。 

 

 
 
 
 
 
別
表
２  

折り込み頁では曲に関連する写真と歌詞のみを掲載し、曲のイメージが広

がる工夫をしている。 

全学年をとおして身近な歌唱曲を取り扱っている。 

 第４学年以上では日本の伝統的な音楽や様々な国の音楽などの教材を取

り扱っている。 

音楽に関連する自然風景や伝統行事等の写真を折り込み頁を利用して大

きく掲載している。 

 

 

 

 

第４学年以上では日本の伝統的な音楽や様々な国の音楽などの教材を取り扱ってい

る。 

第３学年の巻頭に、さまざまな種類のリコーダーを写真で紹介している 

 

 

 
別
表
３
・
４  
 

低学年では、セルシートを用いた頁を挿入し、それをめくることで問いの

答え等を見られるようになっている。 

ほとんどの曲を見開き頁に１曲掲載し、関連事項を同頁に併記している。

 ほとんどの局を見開きで掲載し、写真やイラストを添えて説明している。 

備 
考 
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教 科 ・ 種 目 名         音楽 
 

項 
目 

 

 
発 行 者 名 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
発 行 者 名 

17 教出 27 教芸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使
  
 
用
  
 
上
  
 
の
  
 
留
  
 
意
  
 
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
別
表
１  
 
 
 
 
 
 
 
 

発達段階のめやすに照らして、〔A〕段階の児童に、部分的に使用できる。

〔B〕〔C〕〔D〕段階の児童に使用できる。 

低学年では特に音楽に合わせた身体表現を多く取り入れている。 

 

 

高学年では、楽器や演奏場面の写真等を用い、イメージ化を図っている。

 折り込み頁（広げると３頁分）、または両側折り込み頁（広げると４ペー

ジ分）を利用し、曲に関連する写真を一面に大きく掲載したり、学習事項の

まとめを一覧で掲載したりしている。 

  ほとんどの曲を見開き頁に１曲掲載し、関連事項を同頁に併記して、曲

に関する情報が一覧できるようにしている。 

 

発達段階のめやすに照らして、〔A〕段階の児童に部分的に使用できる。 

〔B〕〔C〕〔D〕段階の児童に使用できる。 

低学年から、世界の有名な音楽を取り扱い、身体表現等に活用することができる。 

低学年では身体表現のできる曲や、集団で歌あそびができる曲を多く取り入れてい

る。 

高学年では、楽器や演奏場面の写真等を用い、イメージ化を図っている。 

見開きの頁に、楽譜と関連する写真等を並べて掲載している。 

 

 

ほとんどの曲を見開き頁に１曲掲載し、関連事項を同頁に併記して、曲に関する情報

が一覧できるようにしている。 

 

 
 
 
 
 
別
表
２  

折り込み頁では曲に関連する写真と歌詞のみを掲載し、曲のイメージが広

がる工夫をしている。 

全学年をとおして身近な歌唱曲を取り扱っている。 

 第４学年以上では日本の伝統的な音楽や様々な国の音楽などの教材を取

り扱っている。 

音楽に関連する自然風景や伝統行事等の写真を折り込み頁を利用して大

きく掲載している。 

 

 

 

 

第４学年以上では日本の伝統的な音楽や様々な国の音楽などの教材を取り扱ってい

る。 

第３学年の巻頭に、さまざまな種類のリコーダーを写真で紹介している 

 

 

 
別
表
３
・
４  
 

低学年では、セルシートを用いた頁を挿入し、それをめくることで問いの

答え等を見られるようになっている。 

ほとんどの曲を見開き頁に１曲掲載し、関連事項を同頁に併記している。

 ほとんどの局を見開きで掲載し、写真やイラストを添えて説明している。 

備 
考 
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38　光村

Ａ ◇写真・挿絵を中心に使用できる

Ｂ ◇写真・挿絵を中心に使用できる

Ｃ ◇使用できる

Ｄ ◇使用できる

◇上巻は入学から始まり、一年の流れに沿ってテーマを設定。
◇下巻は体験的なテーマを設定。
◇文字が少なく、シンプルな絵で構成。
◇写真の形は不定形。
◇目次頁の「このほんにでてくるしるし」の項で解説を記載。

◇具体的な活動の絵や写真によって、意欲を持たせたり、気づきを促している。
◇上巻は自分のことから友達、家族、生き物へと対象を広げる構成。下巻は友達との協力
と学校外へと対象を広げる構成。

◇町の絵の中に、車いすを使用している児童(２カ所)や大人(６カ所)の絵、白杖を使用し
ている人の絵(１カ所）がある。

38　光村

ア ◇自立・身の回りの整理整頓など、動物・植物の観察や飼育、身近な人々や地域、交通安
全、公共の施設や交通機関の利用、保健健康、まとめること・伝えること・発表など。

イ ◇すぐに経験する内容、学校生活の進度に対応できる内容になっている。
◇子どもが活動している絵や写真、植物や生き物の写真を掲載し、興味・関心を高めてい
る。

ウ ◇活動における健康安全面の注意を、「！」マークで明確に呼びかけている。

38　光村

ア ◇絵と写真を頁の大部分に掲載

イ ◇写真は全体的なものばかりでなく、テーマに沿って部分的な使用をしている。
◇具体的な活動の写真には、説明の言葉や気づきを促す言葉が添えられている。

ウ ◇見開き４頁になる折り込みを１枚使用。
◇上：119頁、下：103頁

38　光村

ア
イ

◇印刷は鮮明で多色刷り。

ウ ◇文字は大きく、ページが進むにつれだんだん小さくなっている。説明文はゴシック体。
◇本文は明朝体26ポイントの文字で、ひらがなのみを使用。歌の歌詞は明朝体14ポイン
ト。下巻の漢字にふりがながつけてある。
◇吹き出しの文字は、ゴシック体13ポイント。テーマの文字はゴシック体31～34ポイン
ト。

エ ◇Ｂ５判より、３㎝横幅が広い。
◇適度の厚さの光沢のある紙を使用。
◇環境に配慮した紙、植物性インキを使用と表記。

別表４

項目

(1)

(2)

(3)

(1)

(2)

その他

項目

(1)

(2)

別表３

その他

別表２

項目

特別支援教育に係る調査研究事項(補足資料）　生活

別表１

項目

(1)
ア

(2)
イ
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61　啓林館

Ａ ◇写真・挿絵を中心に使用できる

Ｂ ◇写真・挿絵を中心に使用できる

Ｃ ◇使用できる

Ｄ ◇使用できる

◇「わくわく」「いきいき」「つたえあおう」の流れで、体験的な活動への意欲を持た
せ、学習のまとめの方法を具体的に紹介。「ちゃれんじ」で体験的な活動が発展するよ
う促している。
◇「あぶない」「やめてね」「気をつけよう」で安全・行動・衛生上の注意喚起。

◇具体的な活動の絵や写真によって、意欲を持たせたり、気づきを促している。
◇観察や探検などの記録カードの具体例を掲載。巻末に「きろくのとりかたまとめか
た」として要点を提示。

◇町の絵の中に、補助犬の絵（２カ所）、白杖を使用している人の絵（１カ所）学校の
様子の絵の中に、車いすを使用している児童の絵（16カ所）がある。

61　啓林館

ア ◇自立・身の回りの整理整頓など、動物・植物の観察や飼育、身近な人々や地域、交通
安全、公共の施設や交通機関の利用、保健健康、まとめること・伝えること・発表な
ど。

イ ◇絵や写真の人物は、友だち、家族、身近な人とのつながりを重視している。

ウ ◇イラストの子どもが児童の立場で学習活動への思いをつぶやいて（吹き出し）、見通
しを持たせている。アドバイスや気づきを吹き出しで表示。

61　啓林館

ア ◇絵と写真を頁の大部分に掲載。
◇導入は全て絵を使用。

イ ◇写真は全体的なものばかりでなく、テーマに沿って部分的な使用をしている。
◇生き物の写真は全身のものと部分の物を使用。

ウ ◇上：133頁、下：125頁、たんけんぶっく：49頁
◇主となる絵・写真（大）の周りに、活動に見通しを持たせる20文字以内の文や絵・写
真（小）を配置している。
◇見開きで４頁になる折り込みを１枚使用。

61　啓林館

ア
イ

◇印刷は鮮明で多色刷り。
◇吹き出しの背景は白。
◇動物キャラクターの吹き出しは黄色の背景。

ウ
◇単元名は、丸ゴシック体50ポイント、見出しは丸ゴシック体44ポイント、本文は教科
書体31ポイント、小見出しは丸ゴシック体20ポイント、吹き出しは丸ゴシック体13ポイ
ント。

エ
◇Ｂ５判より、３㎝横幅が広い。
◇表紙の硬さは適度。軽い。
◇再生紙・植物油インキを使用と表記。

別表３

特別支援教育に係る調査研究事項(補足資料）　　　生活

別表１

項目

(1)
ア

(2)
イ

その他

別表２

項目

(1)

(2)

その他

項目

(1)

(2)

別表４

項目

(1)

(2)

(3)
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224　学研

Ａ

Ｂ

Ｃ ◇大きな写真、イラストを中心に使用できる

Ｄ
◇イラストや写真、表、「ふりかえってみよう」「チェックしよう」などを中心に使用でき
る

◇各章の項毎に、学習課題が設定されており、「ふりかえってみよう」「考えてみよう」な
ど掲載
◇章末に、「学習をふりかえろう」を掲載
◇学習内容を分かりやすいマークで分類

◇「かつよう」、「友達と」、「はってん」などの発展的内容を掲載

224　学研

ア ◇健康な生活を維持するために必要なことや、病気の予防等について、グラフ、写真、イラ
ストで説明。
◇「かつよう」、各章のまとめにより実生活へつなげることができる。

イ ◇各章の始めに学習課題、学習内容が記載
◇実生活に関する写真や絵の使用
◇「チェックしよう」「ふりかえってみよう」で関心を高める工夫がある。

ウ ◇クラスの友達のキャラクターを登場させている。
◇担任の先生、保健室の先生、栄養士、学校医、学校薬剤師のナビゲーター

224　学研

ア ◇カラーのイラストや写真を各ページに使用
◇イラストは淡い配色

イ ◇図表は背景色があり見やすい。写真はレントゲン写真等が各ページに使用されており鮮明
である。

ウ ◇３・４年33頁、５・６年53頁

224　学研

ア
イ

◇カラーユニバーサルデザインを採用

ウ ◇難しい漢字にはふりがな
◇重要語句は太字

エ ◇環境に配慮した紙、インキ、印刷方式を使用
◇製本は平綴じを採用し、堅牢
◇Ａ４判

項目

(1)

(2)

別表４

項目

(1)

(2)

(3)

別表３

特別支援教育に係る調査研究事項(補足資料）　体育（保健領域）

別表１

項目

(1)
ア

(2)
イ

その他

別表２

項目

(1)

(2)

その他
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教 科 ・ 種 目 名         図画工作 
 

項 
目 

 

 
発 行 者 名 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
発 行 者 名 

９ 開隆堂 116 日 文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使
 
用
 
上
 
の
 
留
 
意
 
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
別
表
１  
 

 発達段階のめやすに照らして、〔Ａ〕～〔Ｄ〕段階の児童に使用できる。

 

 写真や作品例を取り上げ、興味や関心をもつ内容になっている。 

 発達段階のめやすに照らして、〔Ａ〕～〔Ｄ〕段階の児童に使用できる。 

 

 写真や作品例を取り上げ、興味や関心をもつ内容になっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別
表
２  

 身近な材料で作る題材を使用し、工夫しながら幅広く造形活動ができるよ

うに配慮している。 

 

 アドバイスや問いかけを枠で囲い、学習に向かいやすいように工夫してい

る。 

 

使用する材料や道具を目次で題材ごとに表記し、「パレットコーナー」や

「道具箱」で使い方を説明し、安全面にも配慮している。 

 

 「ゆめをかたちに」で作家の作品とメッセージを扱い、造形表現への興味

・関心を引き出すように工夫している。 

 

 表紙裏の見開き「ちいさな美術館」で、作品を大きく掲載し、創作意欲を

促すように工夫している。 

 

 「みんなのギャラリー」では伝統文化や地域の取組にかかわる造形作品に

触れられるように配慮されている。 

身近な材料で作る題材を使用し、工夫しながら幅広く造形活動ができるように配慮し

ている。 

 

キャラクターによるアドバイスや問いかけにより、学習に向かいやすいように工夫し

ている。 

 

使用する材料や道具を題材ごとにマークで表記し、「使ってみよう 材料と用具」で、

材料や道具の使い方を説明し、安全面にも配慮している。 

 

「教科書美術館」で色や形、造形表現への興味・関心を引き出すよう工夫している。

 

 

巻頭の見開きで年間の児童の製作活動の様子などを掲載し、創作意欲を促すように工

夫している。 

 

「ぞうけいのもり」で、身の回りの色や形から造形作品に触れられるように配慮され

ている。 

 
別
表
３
・
４  
 

 文字と写真は重なっていない。 

 工夫のポイントを部分的に拡大している。 

文字と写真が重なる部分があるが、背景を薄くし文字を引き立てている。 

 
備 
考 
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教 科 ・ 種 目 名         図画工作 
 

項 
目 

 

 
発 行 者 名 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
発 行 者 名 

９ 開隆堂 116 日 文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使
 
用
 
上
 
の
 
留
 
意
 
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
別
表
１  
 

 発達段階のめやすに照らして、〔Ａ〕～〔Ｄ〕段階の児童に使用できる。

 

 写真や作品例を取り上げ、興味や関心をもつ内容になっている。 

 発達段階のめやすに照らして、〔Ａ〕～〔Ｄ〕段階の児童に使用できる。 

 

 写真や作品例を取り上げ、興味や関心をもつ内容になっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別
表
２  

 身近な材料で作る題材を使用し、工夫しながら幅広く造形活動ができるよ

うに配慮している。 

 

 アドバイスや問いかけを枠で囲い、学習に向かいやすいように工夫してい

る。 

 

使用する材料や道具を目次で題材ごとに表記し、「パレットコーナー」や

「道具箱」で使い方を説明し、安全面にも配慮している。 

 

 「ゆめをかたちに」で作家の作品とメッセージを扱い、造形表現への興味

・関心を引き出すように工夫している。 

 

 表紙裏の見開き「ちいさな美術館」で、作品を大きく掲載し、創作意欲を

促すように工夫している。 

 

 「みんなのギャラリー」では伝統文化や地域の取組にかかわる造形作品に

触れられるように配慮されている。 

身近な材料で作る題材を使用し、工夫しながら幅広く造形活動ができるように配慮し

ている。 

 

キャラクターによるアドバイスや問いかけにより、学習に向かいやすいように工夫し

ている。 

 

使用する材料や道具を題材ごとにマークで表記し、「使ってみよう 材料と用具」で、

材料や道具の使い方を説明し、安全面にも配慮している。 

 

「教科書美術館」で色や形、造形表現への興味・関心を引き出すよう工夫している。

 

 

巻頭の見開きで年間の児童の製作活動の様子などを掲載し、創作意欲を促すように工

夫している。 

 

「ぞうけいのもり」で、身の回りの色や形から造形作品に触れられるように配慮され

ている。 

 
別
表
３
・
４  
 

 文字と写真は重なっていない。 

 工夫のポイントを部分的に拡大している。 

文字と写真が重なる部分があるが、背景を薄くし文字を引き立てている。 
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項 
目 

 

 
発 行 者 名 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
発 行 者 名 

２ 東書 ９ 開隆堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

使
 
用
 
上
 
の
 
留
 
意
 
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

別
表
１  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕・〔Ｄ〕段階の児童に使用できる。

 

単元毎に「学習のめあて」と「ふりかえろう」を掲載し、学習ポントを

15 種類のマークで明示している。 

 

 意欲的に調べ学習等ができるように書き込みが可能な頁が 24 か所ある。

 

 手順や解説に写真やイラストを使用し、興味・関心をもつように工夫し

ている。 

 実習の手順は横並びで、全体の流れが一目でわかり、手順や内容理解が

円滑に運ぶようになっている。 

 発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕・〔Ｄ〕段階の児童に使用できる。 

 

 単元毎に「学習のめあて」と「ふりかえろう生かそう」を掲載し、学習ポントを 10

種類のマークで明示している。 

 

振り返りを中心に書き込み可能な頁が 15 か所ある。 

 

 手順や解説に写真やイラストを使用し、興味・関心をもつように工夫している。 

 

 実習の手順は横並びで、全体の流れが一目でわかり、手順や内容理解が円滑に運ぶよ

うになっている。 

 
 
 
 
 
 
 

別
表
２  

 キャラクターが問いかけやアドバイスをし、興味・関心をもたせ、思考

の手助けをしている。 

 

 実習や生活実践等に必要な基礎的技能を巻末の「いつもたしかめよう」

でも説明し、定着を図るとともに、安全についても配慮している。 

 

 ｢自由研究」を設定し、学習内容を家庭生活でも生かせるように工夫し

ている。 

 キャラクターが問いかけやアドバイスをし、興味・関心をもたせ、思考の手助けをし

ている。 

 

実習や生活実践等に必要な基礎的技能を随時説明し定着を図るとともに、安全につい

ても配慮している。 

 

｢チャレンジコーナー」を設定し、学習内容を家庭生活でも生かせるように工夫して

いる。 

 
 

別
表
３
・
４  

 図表、写真等と文字の重なりがない。 

 

 背景色に淡く薄い色を使用し、説明や用具名等の字は茶色で表記してい

る。 

図表、写真等と文字の重なりがない。 

 

背景色はほとんどなく、調べよう話し合おう、参考等で薄い色を使用している。 

 
備 
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別
表
１  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕・〔Ｄ〕段階の児童に使用できる。

 

単元毎に「学習のめあて」と「ふりかえろう」を掲載し、学習ポントを

15 種類のマークで明示している。 

 

 意欲的に調べ学習等ができるように書き込みが可能な頁が 24 か所ある。

 

 手順や解説に写真やイラストを使用し、興味・関心をもつように工夫し

ている。 

 実習の手順は横並びで、全体の流れが一目でわかり、手順や内容理解が

円滑に運ぶようになっている。 

 発達段階のめやすに照らして、〔Ｃ〕・〔Ｄ〕段階の児童に使用できる。 

 

 単元毎に「学習のめあて」と「ふりかえろう生かそう」を掲載し、学習ポントを 10

種類のマークで明示している。 

 

振り返りを中心に書き込み可能な頁が 15 か所ある。 

 

 手順や解説に写真やイラストを使用し、興味・関心をもつように工夫している。 

 

 実習の手順は横並びで、全体の流れが一目でわかり、手順や内容理解が円滑に運ぶよ

うになっている。 

 
 
 
 
 
 
 

別
表
２  

 キャラクターが問いかけやアドバイスをし、興味・関心をもたせ、思考

の手助けをしている。 

 

 実習や生活実践等に必要な基礎的技能を巻末の「いつもたしかめよう」

でも説明し、定着を図るとともに、安全についても配慮している。 

 

 ｢自由研究」を設定し、学習内容を家庭生活でも生かせるように工夫し

ている。 

 キャラクターが問いかけやアドバイスをし、興味・関心をもたせ、思考の手助けをし

ている。 

 

実習や生活実践等に必要な基礎的技能を随時説明し定着を図るとともに、安全につい

ても配慮している。 

 

｢チャレンジコーナー」を設定し、学習内容を家庭生活でも生かせるように工夫して

いる。 

 
 

別
表
３
・
４  

 図表、写真等と文字の重なりがない。 

 

 背景色に淡く薄い色を使用し、説明や用具名等の字は茶色で表記してい

る。 

図表、写真等と文字の重なりがない。 

 

背景色はほとんどなく、調べよう話し合おう、参考等で薄い色を使用している。 
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